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社会福祉協議会は、住み慣れた地域の中で誰もが
安心して暮らせる社会を作ることを目的とした、
社会福祉法に定められた民間の福祉団体です。
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フロム いーふくし

この広報紙「座間市しゃきょう」の作製には、社協会費の一部が充てられています。
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座間市ボランティア
連絡協議会主催

★第26回★

あなたの得意を活かしましょう ～ご主人は何していますか～！！
　今年のボランティアのつどいは、男性ボランティア3名が語る「ボランティアを始めたきっかけ～現
在の活動」をうかがいます。どんなきっかけがあったら、地域の男性に参加してもらえるのか、男性ボ
ランティアを増やせるのか…みんなで話し合いましょう♪
　リタイアされて、「これから何か始めたい」「福祉に関心がある」「ボランティアをしてみようか…」と
お考えの方、是非ご参加下さい！

　団塊の世代（約800万人）が75歳以上となる2025年（平成37年）以降は、国民の医療や介護の需要がさらに増加することが見込まれてい
ます。厚生労働省においては、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、地域の包括的な
支援・サービス提供体制（地域包括ケアシステム）の構築を推進しています。
　そこで、この「地域包括ケアシステム」を推進するため、地域の福祉関係者が共通認識を持つために、またそれぞれの立場として何をするべ
きか、ネットワーク（つながり）を活かした取り組みのきっかけづくりとしてフォーラムを開催します。

資格の有無に関わらず、知識や技術を持った主に60歳以上の人が登録し、世代間の交流や技術の伝承・地域貢
献を目的として「座間市チョッピリ先生連絡会」を組織しています。
現在、約145名が登録し、市内の団体や教育機関などからの要請により地域で活動しています。

男性のみなさん、集合！男性ボランティアが語る「ボランティアを始めたきっかけ」
について聞きながら、どうしたら男性ボランティアを増やせるのか…グループで話
し合いましょう♪

ボランティアのつどい昨年の様子

チョッピリ先生とは・・・

参加申込・お問い合わせ
座間市ボランティア連絡協議会事務局・座間市社会福祉協議会ボランティアセンター

046-266-2002TEL 046-266-1295FAX

★座 間 市 社 協 職 員募 集★

主催:座間市チョッピリ先生連絡会 後援:座間市/ソレイユざま共催:座間市社会福祉協議会 協力:座間市地域婦人団体連絡協議会

座間市チョッピリ先生連絡会事務局お問い合わせ 046-266-2001TEL 046-266-2009

応 募 期 間 ①⑤⑥H27.2.10(火)～2.20(金)
②③④随時募集

連 絡 先 ①②046-266-2004（担当：高橋）
③　046-266-2006（担当：川島）
④　046-266-2007（担当：宇田川）
⑤　046-266-2005（担当：遠藤）
⑥　046-266-2008（担当：中川）

業 務 内 容 ①デイサービス業務　②デイサービス送迎車運転業務 他
③訪問介護業務　④訪問看護業務
⑤要支援認定者の介護予防支援計画作成 他
⑥要介護・要支援認定者の介護支援計画作成 他

募 集 人 員 ①～⑥共に若干名

勤 務 日 数 ①週3日～4日／8:30～17:30（応相談）（時給900円～）
②月～土の内4日／8：00～9：30及び16：00～17：30（時給940円～）
③週1日～／8:00～18:00（時間内で都合のつく時間：応相談）
　（時給1,200円～）
④週2日～3日／9:00～17:00（応相談）（時給1,500円～）
⑤⑥月～金／8:30～17:15（日数については応相談）
　（月額175,888円）

応 募 資 格 ①介護職員初任者研修修了以上の者
②中型自動車運転免許以上の運転免許
③訪問介護員に必要な資格
　（介護職員初任者研修終了者、介護福祉士）
④看護師及び普通自動車運転免許
⑤⑥介護支援専門員、原動機付自転車運転可能な免許

募 集 事 業 ①通所介護事業（介護職員）　②通所介護事業（ドライバー）
③訪問介護事業（登録型訪問介護職員）　④訪問看護事業（看護師）
⑤地域包括支援センター事業　⑥居宅介護支援事業
※①～④非常勤職員、⑤⑥臨時職員

応 募 方 法 事前に下記担当者まで連絡の上、市販の履歴書（写真添付）に必
要事項を記入し、本人が1F事務所に持参（平日9：00～16：00）

日　時 平成27年2月11日（水） 13：00受付 13：30～16：00

会　場 サニープレイス座間 3階 多目的室

参加費 無料 参加申込 事前連絡を下記担当へ

内　容

医療福祉業務従事者・介護予防ボランティア・民生委員児童委員・自治会・地区社協役員
など 興味のある方どなたでも

日　時 平成27年3月21日（土） 13：00～16：30

会　場 サニープレイス座間 3階 多目的室

副田 あけみ先生

対　象

①基調講演「地域包括ケアシステムとは何か」
②実践報告「座間市内での取り組み」
　　　　　実践報告1：医療と福祉の連携　　（地域包括ケア会議）
　　　　　実践報告2：地域のネットワーク　（地域ケア会議）
　　　　　実践報告3：地域の居場所　　　　（地域サロン）
③パネルディスカッションおよび質疑応答
　「地域包括ケアシステム推進にあたり私達が出来ること」

内　容

①松山斉久先生（マザーホームクリニック院長・地域包括ケア会議委員長）
②大森仁臣氏（座間市健康部介護保険課）
③水野久子代表（おいても座間で暮らす会・庵）

実践報告兼パネラー

講　師

日　時 平成27年3月7日（土） 10：00～14：00

会　場 サニープレイス座間

＊体験教室：竹細工・お手玉・手芸・活け花・囲碁・将棋
＊模 擬 店：焼きそば・ポップコーン・わたあめ・フランクフルト・とん汁・甘酒
＊イベント：バザー（11：00～）・活動発表会・会員による作品展示・芸能大会
　　　　　 はやし太鼓（雨天中止）

FAX

◆第1部 セレモニー 10：00～10：30
◆第2部 まつり　　 10：45～14：00

体験教室無料

♥♥♥ 市民の愛 ♥♥♥善意銀行

平成26年11月１日から平成27年1月31日までに市社会福祉協議会へご寄附
いただいた方々は次の通りです。ありがとうございました。

善意銀行では、「社会福祉の役に立ちたい、困っている人を助けたい」という市
民の皆様の善意を活かし、それを必要としている方々へ橋渡しをしています。

（敬称略・順不同）

寄付は、寄付者の希望に沿い、配分しています。
善意銀行への寄付金は、所得税・法人税の税制優遇が受けられます。

マルマン株式会社（100,000）/ふたばすみれ地区社会福祉協議会（14,614）/
ドレーパー記念幼稚園（10,000）/座間ロータリークラブ（27,420）/その他匿名6件

★物品をご寄附いただいた方　合計6件
●社会福祉のために
玉屋光助（お菓子256個）/阿部まり（マッサージチェア）/コスモスグループ（フェイス
タオル150枚・ハンドタオル70枚）/萩原玲子（リハビリパンツ2箱）/赤松みどり（ネッ
クウォーマー20枚）/その他匿名3件

●指定寄付
川口淳三より成光学園（クリスマスプレゼント6個）/その他匿名1件

●指定寄付
その他匿名1件

TEL 046-266-2001地域福祉班

★浄財をご寄附いただいた方　合計12件：432,280円
●社会福祉のために ※（　）内は単位：円

参加申込！
受付中♪♪♪

平成26年度  地域福祉ネットワーク推進フォーラム

参加申込・お問い合わせ 046-266-2001TEL 046-266-2009FAX

関東学院大学 文学部
現代社会学科 教授

そえ だ
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座間市しゃきょう 「点字版」 「録音版」 を発行しています。

こんなことに気を付けたい！

ボランティアさんは「お金のかからない便利屋さん」で
はありません。
自助・共助を原則としていますので、安全が確保できな
いものや人の手で行うことが困難な重労働などは、派遣
出来ないことがあります。

こんなことに気を付けたい！

●基本的に、ボランティア活動者は自己完結です。食事や
　宿泊などは自身の責任で確保することになっています。
●大規模災害の場合、被災状況の確認に時間がかかった
　り、刻 と々状況が変わっていきます。正確な状況を把握
　することが難しいことをご理解いただいた上で、活動に
　当たりましょう。
●ボランティアを依頼された方の気持ちを尊重し、許可な
　く写真を撮影するなどの行為は控えましょう。

～災害救援ボランティアセンターのしくみ～～座間で災害が発生した場合～

聴 覚 や 言 語 に 障 が い の あ る 方 へ
「 緊 急 通 報 シ ス テム W e b 1 1 9 説 明 会 」

　市内全域で被害が出るような大きな災害が起こった場合、基本的に行政は、個 人々や小地域に対して救援対応することができません。その代
わりとなるのが『災害救援ボランティアセンター』です。
　災害救援ボランティアセンターは「助けてもらいたい人」と「助けてあげたい人」を結びつける組織です。座間市では、行政からの要請を受け
て座間市社会福祉協議会とざま災害ボランティアネットワークが中心となり、サニープレイス座間に設置する計画になっています。ここでは、
災害救援ボランティアセンターのしくみについてご紹介します。

　座間市を中心に活動している民間の災害救援ボランティア団体です。メンバー自身や家族の安全確
保を行い、次いで近隣地区の災害対応活動を行います。地区の安全が出来た段階で各自の判断で災害
救援ボランティアセンターへ参集して活動を始めます。
　活動の内容は、社協職員を支援しボランティアセンターの運営スタッフとして、救援に駆けつけてくれ
る「活動ボランティア」と市内で被災されて助けを求めている人を「つなぐ仕事」を行います。活動ボラン
ティアの身元保証やボランティアの方が安全に活動できるための支援をして、災害復旧が円滑に行われ
るため活動をします。
　平時は、座間市との協働事業や防災・減災講座、体験型災害対応訓練などのプログラム立案から開催
まで、「地域減災活動」と「災害対応活動」の啓発に取り組んでいます。
私たちの詳しい活動は… http://www.zsvn.net / をご覧ください。

海老名市、座間市、綾瀬市消防指令センターの開設に伴い、聴覚障がい・言語障がいのある方で、登録をした方は携帯
電話やスマートフォンからインターネットを利用して119番通報できるようになります。下記の日程で利用希望者向け
の説明会を開催し、終了後に希望者は登録ができます。

座間市安全防災課では各世帯に「防災
対策総合ガイド」を配布しました。
災害の種類に応じた対
策の方法や避難所な
どを記した防災マップ
が掲載されていますの
で、是非ご覧ください。

震に備えて家の中の家具を固定したり、避難に備えて非常持出品を用意した
り、避難経路の確認などをしておきましょう。詳しくは「防災対策総合ガイド」

をご覧ください。
地域防災計画にもありますが、自分の身は自分で守るという「自助」、いざという時に
力になってくれる協力体制を築く「共助」が大切になります。3日分の食料などを準備
したり、防災訓練などにも積極的に参加するなど、自身や家族の防災意識を高めると
ともに、日頃から顔が見えるご近所付き合いをして、災害に強い地域づくりに取り組
みましょう。

災害発生から概ね3～4日後
災害救援ボランティアセンター開設

ボランティア活動

助けてもらいたい人 ボランティアしたい人

サニープレイス座間が被害を受けた場合は、
被害状況によっては別の場所に設置されるこ
とも考えられます。開設したことは、防災無線
やチラシ配布などで周知します。

被災地は混乱しており、被災された方も様々
な要求をしてくるかもしれません。被災された
方の気持ちを尊重しながらも、冷静に対応して
ください。受けた要請は全てすぐに対応できるとは限り

ません。安全面や被災の状況、装備・資機材の
有無に合わせて判断します。

【ボランティアの要請】
自分や家族だけでは対応できない困りごとをセンターに申し出ます。
　例えば・・・
　●転倒した家財道具の整理を手伝ってほしい
　●水や泥で汚れてしまった室内の清掃を手伝ってほしい
　●自宅を片付けている間、子どもを見てくれる人が欲しい
直接、センターへ出向くか、電話が使える
状態ならば電話やFAXでボランティアの
要請をします。また、ボランティアセン
タースタッフが地域や避難所を巡回して
聞き取り、情報を集めます。

【ボランティアの登録】
活動を希望する人は、希望する日にセンターで登録をします。
ここで発行される「ボランティア登録証」は、正式なボランティアであ
るという証明になるため、活動中は常に携帯しておきます。また、活動
中にケガをした場合などに適用される「ボランティア活動保険」加入
の有無についても確認します。

【ボランティア派遣の決定】
センターに集まった要請内容を審査して、
ボランティアの派遣を決定します。

【活動内容の選択と説明】
センターに集まっている派遣要
請の中から、出来る活動を自身
で選択し活動します。派遣が決
まったら、活動内容や目的地まで
の経路・注意事項などの説明を
受けます。

Q.

A.

災害に備えてどんな準備をしたらいいの？

地

害救援ボランティアセンターとなります。
これは、座間市からの要請を受け、市内において災害による被災地や被災した方々を支援することを目的に、座間市社会福祉協

議会とざま災害ボランティアネットワークが協働し開設されます。被災地域の様々な困りごとの相談所としての機能があり、生活の再
建に向けて支援活動を繋げていく役割を持っています。

　座間市社会福祉協議会では、実際の災害時を
想定した訓練を行っています。災害救援ボラン
ティアセンターの設営訓練として、どのような支
援が必要なのかの調査や把握、また幅広い地域
からボランティア活動に来られた方々を、支援
が必要な方に結びつける災害救援ボランティア
センター運営方法の習得を目的として行ってい
ます。

Q.

A.

災害時、座間市総合福祉センター（サニープレイス座間）はどうなるの？

災

上記に関するお問い合わせは
座間市障がい福祉課 046-252-7978TEL 046-252-7043FAX

日　時 平成27年3月7日（土） ①10：00～ ②13：00～ ③15：00～
平成27年3月8日（日） ④10：00～ ⑤13：00～ ⑥15：00～

会　場 市役所 4階 4-2会議室

対　象 市内在住の聴覚・言語障がいのある方

持ち物

対　象

※利用できる携帯電話は、NTTドコモ・au・ソフトバンクで、スマートフォンはAndroid、iOSを搭載した端末です。

自分の携帯電話又はスマートフォン

第1希望から第3希望の説明会日時・氏名・住所・FAX番号を、2月15日（日）までにFAXで下記お問い合わせへ

ざま災害ボランティアネットワーク（ZSVN）とは・・・

代表 濱田氏とざまりん

災害を考える 災害を考える

詳しくは
こちら！
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座間市しゃきょう 「点字版」 「録音版」 を発行しています。

こんなことに気を付けたい！

ボランティアさんは「お金のかからない便利屋さん」で
はありません。
自助・共助を原則としていますので、安全が確保できな
いものや人の手で行うことが困難な重労働などは、派遣
出来ないことがあります。

こんなことに気を付けたい！

●基本的に、ボランティア活動者は自己完結です。食事や
　宿泊などは自身の責任で確保することになっています。
●大規模災害の場合、被災状況の確認に時間がかかった
　り、刻 と々状況が変わっていきます。正確な状況を把握
　することが難しいことをご理解いただいた上で、活動に
　当たりましょう。
●ボランティアを依頼された方の気持ちを尊重し、許可な
　く写真を撮影するなどの行為は控えましょう。

～災害救援ボランティアセンターのしくみ～～座間で災害が発生した場合～

聴 覚 や 言 語 に 障 が い の あ る 方 へ
「 緊 急 通 報 シ ス テム W e b 1 1 9 説 明 会 」

　市内全域で被害が出るような大きな災害が起こった場合、基本的に行政は、個 人々や小地域に対して救援対応することができません。その代
わりとなるのが『災害救援ボランティアセンター』です。
　災害救援ボランティアセンターは「助けてもらいたい人」と「助けてあげたい人」を結びつける組織です。座間市では、行政からの要請を受け
て座間市社会福祉協議会とざま災害ボランティアネットワークが中心となり、サニープレイス座間に設置する計画になっています。ここでは、
災害救援ボランティアセンターのしくみについてご紹介します。

　座間市を中心に活動している民間の災害救援ボランティア団体です。メンバー自身や家族の安全確
保を行い、次いで近隣地区の災害対応活動を行います。地区の安全が出来た段階で各自の判断で災害
救援ボランティアセンターへ参集して活動を始めます。
　活動の内容は、社協職員を支援しボランティアセンターの運営スタッフとして、救援に駆けつけてくれ
る「活動ボランティア」と市内で被災されて助けを求めている人を「つなぐ仕事」を行います。活動ボラン
ティアの身元保証やボランティアの方が安全に活動できるための支援をして、災害復旧が円滑に行われ
るため活動をします。
　平時は、座間市との協働事業や防災・減災講座、体験型災害対応訓練などのプログラム立案から開催
まで、「地域減災活動」と「災害対応活動」の啓発に取り組んでいます。
私たちの詳しい活動は… http://www.zsvn.net / をご覧ください。

海老名市、座間市、綾瀬市消防指令センターの開設に伴い、聴覚障がい・言語障がいのある方で、登録をした方は携帯
電話やスマートフォンからインターネットを利用して119番通報できるようになります。下記の日程で利用希望者向け
の説明会を開催し、終了後に希望者は登録ができます。

座間市安全防災課では各世帯に「防災
対策総合ガイド」を配布しました。
災害の種類に応じた対
策の方法や避難所な
どを記した防災マップ
が掲載されていますの
で、是非ご覧ください。

震に備えて家の中の家具を固定したり、避難に備えて非常持出品を用意した
り、避難経路の確認などをしておきましょう。詳しくは「防災対策総合ガイド」

をご覧ください。
地域防災計画にもありますが、自分の身は自分で守るという「自助」、いざという時に
力になってくれる協力体制を築く「共助」が大切になります。3日分の食料などを準備
したり、防災訓練などにも積極的に参加するなど、自身や家族の防災意識を高めると
ともに、日頃から顔が見えるご近所付き合いをして、災害に強い地域づくりに取り組
みましょう。

災害発生から概ね3～4日後
災害救援ボランティアセンター開設

ボランティア活動

助けてもらいたい人 ボランティアしたい人

サニープレイス座間が被害を受けた場合は、
被害状況によっては別の場所に設置されるこ
とも考えられます。開設したことは、防災無線
やチラシ配布などで周知します。

被災地は混乱しており、被災された方も様々
な要求をしてくるかもしれません。被災された
方の気持ちを尊重しながらも、冷静に対応して
ください。受けた要請は全てすぐに対応できるとは限り

ません。安全面や被災の状況、装備・資機材の
有無に合わせて判断します。

【ボランティアの要請】
自分や家族だけでは対応できない困りごとをセンターに申し出ます。
　例えば・・・
　●転倒した家財道具の整理を手伝ってほしい
　●水や泥で汚れてしまった室内の清掃を手伝ってほしい
　●自宅を片付けている間、子どもを見てくれる人が欲しい
直接、センターへ出向くか、電話が使える
状態ならば電話やFAXでボランティアの
要請をします。また、ボランティアセン
タースタッフが地域や避難所を巡回して
聞き取り、情報を集めます。

【ボランティアの登録】
活動を希望する人は、希望する日にセンターで登録をします。
ここで発行される「ボランティア登録証」は、正式なボランティアであ
るという証明になるため、活動中は常に携帯しておきます。また、活動
中にケガをした場合などに適用される「ボランティア活動保険」加入
の有無についても確認します。

【ボランティア派遣の決定】
センターに集まった要請内容を審査して、
ボランティアの派遣を決定します。

【活動内容の選択と説明】
センターに集まっている派遣要
請の中から、出来る活動を自身
で選択し活動します。派遣が決
まったら、活動内容や目的地まで
の経路・注意事項などの説明を
受けます。

Q.

A.

災害に備えてどんな準備をしたらいいの？

地

害救援ボランティアセンターとなります。
これは、座間市からの要請を受け、市内において災害による被災地や被災した方々を支援することを目的に、座間市社会福祉協

議会とざま災害ボランティアネットワークが協働し開設されます。被災地域の様々な困りごとの相談所としての機能があり、生活の再
建に向けて支援活動を繋げていく役割を持っています。

　座間市社会福祉協議会では、実際の災害時を
想定した訓練を行っています。災害救援ボラン
ティアセンターの設営訓練として、どのような支
援が必要なのかの調査や把握、また幅広い地域
からボランティア活動に来られた方々を、支援
が必要な方に結びつける災害救援ボランティア
センター運営方法の習得を目的として行ってい
ます。

Q.

A.

災害時、座間市総合福祉センター（サニープレイス座間）はどうなるの？

災

上記に関するお問い合わせは
座間市障がい福祉課 046-252-7978TEL 046-252-7043FAX

日　時 平成27年3月7日（土） ①10：00～ ②13：00～ ③15：00～
平成27年3月8日（日） ④10：00～ ⑤13：00～ ⑥15：00～

会　場 市役所 4階 4-2会議室

対　象 市内在住の聴覚・言語障がいのある方

持ち物

対　象

※利用できる携帯電話は、NTTドコモ・au・ソフトバンクで、スマートフォンはAndroid、iOSを搭載した端末です。

自分の携帯電話又はスマートフォン

第1希望から第3希望の説明会日時・氏名・住所・FAX番号を、2月15日（日）までにFAXで下記お問い合わせへ

ざま災害ボランティアネットワーク（ZSVN）とは・・・

代表 濱田氏とざまりん

災害を考える 災害を考える

詳しくは
こちら！
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社会福祉協議会は、住み慣れた地域の中で誰もが
安心して暮らせる社会を作ることを目的とした、
社会福祉法に定められた民間の福祉団体です。

URL：http://www.zamashakyo.jp/

〒252-0021 座間市緑ケ丘1丁目2番1号
座間市立総合福祉センター(サニープレイス座間)内

発行 座間市社会福祉協議会社会福祉法人

Email：info@zamashakyo.jp
TEL.046-266-1294 FAX.046-266-2009

フロム いーふくし

この広報紙「座間市しゃきょう」の作製には、社協会費の一部が充てられています。
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座間市ボランティア
連絡協議会主催

★第26回★

あなたの得意を活かしましょう ～ご主人は何していますか～！！
　今年のボランティアのつどいは、男性ボランティア3名が語る「ボランティアを始めたきっかけ～現
在の活動」をうかがいます。どんなきっかけがあったら、地域の男性に参加してもらえるのか、男性ボ
ランティアを増やせるのか…みんなで話し合いましょう♪
　リタイアされて、「これから何か始めたい」「福祉に関心がある」「ボランティアをしてみようか…」と
お考えの方、是非ご参加下さい！

　団塊の世代（約800万人）が75歳以上となる2025年（平成37年）以降は、国民の医療や介護の需要がさらに増加することが見込まれてい
ます。厚生労働省においては、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、地域の包括的な
支援・サービス提供体制（地域包括ケアシステム）の構築を推進しています。
　そこで、この「地域包括ケアシステム」を推進するため、地域の福祉関係者が共通認識を持つために、またそれぞれの立場として何をするべ
きか、ネットワーク（つながり）を活かした取り組みのきっかけづくりとしてフォーラムを開催します。

資格の有無に関わらず、知識や技術を持った主に60歳以上の人が登録し、世代間の交流や技術の伝承・地域貢
献を目的として「座間市チョッピリ先生連絡会」を組織しています。
現在、約145名が登録し、市内の団体や教育機関などからの要請により地域で活動しています。

男性のみなさん、集合！男性ボランティアが語る「ボランティアを始めたきっかけ」
について聞きながら、どうしたら男性ボランティアを増やせるのか…グループで話
し合いましょう♪

ボランティアのつどい昨年の様子

チョッピリ先生とは・・・

参加申込・お問い合わせ
座間市ボランティア連絡協議会事務局・座間市社会福祉協議会ボランティアセンター

046-266-2002TEL 046-266-1295FAX

★座 間 市 社 協 職 員募 集★

主催:座間市チョッピリ先生連絡会 後援:座間市/ソレイユざま共催:座間市社会福祉協議会 協力:座間市地域婦人団体連絡協議会

座間市チョッピリ先生連絡会事務局お問い合わせ 046-266-2001TEL 046-266-2009

応 募 期 間 ①⑤⑥H27.2.10(火)～2.20(金)
②③④随時募集

連 絡 先 ①②046-266-2004（担当：高橋）
③　046-266-2006（担当：川島）
④　046-266-2007（担当：宇田川）
⑤　046-266-2005（担当：遠藤）
⑥　046-266-2008（担当：中川）

業 務 内 容 ①デイサービス業務　②デイサービス送迎車運転業務 他
③訪問介護業務　④訪問看護業務
⑤要支援認定者の介護予防支援計画作成 他
⑥要介護・要支援認定者の介護支援計画作成 他

募 集 人 員 ①～⑥共に若干名

勤 務 日 数 ①週3日～4日／8:30～17:30（応相談）（時給900円～）
②月～土の内4日／8：00～9：30及び16：00～17：30（時給940円～）
③週1日～／8:00～18:00（時間内で都合のつく時間：応相談）
　（時給1,200円～）
④週2日～3日／9:00～17:00（応相談）（時給1,500円～）
⑤⑥月～金／8:30～17:15（日数については応相談）
　（月額175,888円）

応 募 資 格 ①介護職員初任者研修修了以上の者
②中型自動車運転免許以上の運転免許
③訪問介護員に必要な資格
　（介護職員初任者研修終了者、介護福祉士）
④看護師及び普通自動車運転免許
⑤⑥介護支援専門員、原動機付自転車運転可能な免許

募 集 事 業 ①通所介護事業（介護職員）　②通所介護事業（ドライバー）
③訪問介護事業（登録型訪問介護職員）　④訪問看護事業（看護師）
⑤地域包括支援センター事業　⑥居宅介護支援事業
※①～④非常勤職員、⑤⑥臨時職員

応 募 方 法 事前に下記担当者まで連絡の上、市販の履歴書（写真添付）に必
要事項を記入し、本人が1F事務所に持参（平日9：00～16：00）

日　時 平成27年2月11日（水） 13：00受付 13：30～16：00

会　場 サニープレイス座間 3階 多目的室

参加費 無料 参加申込 事前連絡を下記担当へ

内　容

医療福祉業務従事者・介護予防ボランティア・民生委員児童委員・自治会・地区社協役員
など 興味のある方どなたでも

日　時 平成27年3月21日（土） 13：00～16：30

会　場 サニープレイス座間 3階 多目的室

副田 あけみ先生

対　象

①基調講演「地域包括ケアシステムとは何か」
②実践報告「座間市内での取り組み」
　　　　　実践報告1：医療と福祉の連携　　（地域包括ケア会議）
　　　　　実践報告2：地域のネットワーク　（地域ケア会議）
　　　　　実践報告3：地域の居場所　　　　（地域サロン）
③パネルディスカッションおよび質疑応答
　「地域包括ケアシステム推進にあたり私達が出来ること」

内　容

①松山斉久先生（マザーホームクリニック院長・地域包括ケア会議委員長）
②大森仁臣氏（座間市健康部介護保険課）
③水野久子代表（おいても座間で暮らす会・庵）

実践報告兼パネラー

講　師

日　時 平成27年3月7日（土） 10：00～14：00

会　場 サニープレイス座間

＊体験教室：竹細工・お手玉・手芸・活け花・囲碁・将棋
＊模 擬 店：焼きそば・ポップコーン・わたあめ・フランクフルト・とん汁・甘酒
＊イベント：バザー（11：00～）・活動発表会・会員による作品展示・芸能大会
　　　　　 はやし太鼓（雨天中止）

FAX

◆第1部 セレモニー 10：00～10：30
◆第2部 まつり　　 10：45～14：00

体験教室無料

♥♥♥ 市民の愛 ♥♥♥善意銀行

平成26年11月１日から平成27年1月31日までに市社会福祉協議会へご寄附
いただいた方々は次の通りです。ありがとうございました。

善意銀行では、「社会福祉の役に立ちたい、困っている人を助けたい」という市
民の皆様の善意を活かし、それを必要としている方々へ橋渡しをしています。

（敬称略・順不同）

寄付は、寄付者の希望に沿い、配分しています。
善意銀行への寄付金は、所得税・法人税の税制優遇が受けられます。

マルマン株式会社（100,000）/ふたばすみれ地区社会福祉協議会（14,614）/
ドレーパー記念幼稚園（10,000）/座間ロータリークラブ（27,420）/その他匿名6件

★物品をご寄附いただいた方　合計6件
●社会福祉のために
玉屋光助（お菓子256個）/阿部まり（マッサージチェア）/コスモスグループ（フェイス
タオル150枚・ハンドタオル70枚）/萩原玲子（リハビリパンツ2箱）/赤松みどり（ネッ
クウォーマー20枚）/その他匿名3件

●指定寄付
川口淳三より成光学園（クリスマスプレゼント6個）/その他匿名1件

●指定寄付
その他匿名1件

TEL 046-266-2001地域福祉班

★浄財をご寄附いただいた方　合計12件：432,280円
●社会福祉のために ※（　）内は単位：円

参加申込！
受付中♪♪♪

平成26年度  地域福祉ネットワーク推進フォーラム

参加申込・お問い合わせ 046-266-2001TEL 046-266-2009FAX

関東学院大学 文学部
現代社会学科 教授

そえ だ
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